
旧NTT空き店舗（県庁通り）
市民の方々がお持ちの古関裕而氏に関する資料の展示や、福島で
生活をされていた頃の街並み展示などを検討中。

「エール」及び「古関裕而のまち・ふくしま」に関連する商品の
販売など、盛りだくさんの内容を現在ご検討くださっています♪
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2020年1月29日（水）
福島市市民会館にて

福島市全域の事業者様向け
個別相談会

2020年1月24日（金）
ウィズ・もとまちにて
市商連会員様向け

個別相談会

まだ空席あり！
ぎりぎりまで
募集中です♪

本日より
募集開始！
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3月末から10月まで、コラッセふくしま１階の物産館の目立つ場所
に 「古関裕而先生関連商品特設コーナー」を設置して頂けることに
なりました♪

新商品、改良商品、既存商品を問わず、全国の沢山の方々に

知ってもらう絶好の機会になるため、どんどん櫻田館長へご相談
ください !
（コラッセ物産館ＴＥＬ：０２４-５２５－４０３１ / ＦＡＸ：０２４-５３６－３１８８)

エール通信に関するお問い合わせ
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項目 お名前 エピソード

食べ物

古関裕而さん とにかくアルコール探知機といえるほどお酒が入っているものに敏感に反応していた。

古関裕而さん お寿司、ステーキ、天ぷらが好き。
金子さんが魚好きだったので、魚料理もよく食べていた。正裕さんは焼き魚がお好き。

古関金子さん 海のある豊橋市の出身ということもあり、魚料理が大好きで、魚をものすごくきれいに召し上がって
いた。

古関裕而さん 無類のねぎ味噌好き。ご飯にのせて召し上がっていた。

古関裕而さん
正裕さん

紅葉漬け（醤油漬け）が好きで、上京後も注文して購入していた。周囲にも配っていたのでかなりの
量を購入していた。購入していたお店がなくなった後も、そのお店の職人さんにレシピを伝え、移った
先のお店で作ってもらっていた。3年前にその職人さんが亡くなり、レシピもなくなってしまったため、

似た味の紅葉漬けを探しまわり、比較的近い味付けのお店を福島市内で探し、紅葉漬けを現在も冷
凍で郵送してもらっている。

古関裕而さん
金子さん

お弟子さん（書生さん）が家にいた時期もあり、忙しい時にはよく蕎麦やうどん、冷やし中華も好んで
出前をとって食べていた。

古関裕而さん 果物は全般好きで、梨や柿などお好きだったそう。福島に古関裕而さんがお一人で出かけられた時
には、お土産としてケースに入った果物やラヂウム玉子を買ってきてくれた。

古関金子さん 金子さんが豊橋市から買って帰ってきたお土産で、正裕さんが印象に残っているのは生のちくわ。当
時、生で食べられるちくわは珍しく、非常に美味しかった。

古関家 金子さんの豊橋市の郷土料理で、味噌田楽はよく家でも食べていた。

古関家 ずんだもちも金子さんが作ってくれていて家族で食べていた。

古関家 いか人参も金子さんが作ってくれていた。今では正裕さんもお作りになる。

古関家 お正月は1日2日はお雑煮、3日目はすきやきが古関家の定番。

古関裕而さん 朝ごはんは毎日のように納豆とみそ汁だった。（特に晩年）

古関家
金子さんが正裕さんによく作ってくれたお弁当は、そぼろ弁当だった。炒り卵と鶏そぼろの甘じょっぱ
い味付けのもの。

古関裕而さん
いなり寿司やサンドイッチもお好きだった。
NHKさん（現在の渋谷に移転する前）から差し入れでもらっていた美味しいサンドイッチをよく持ち
帰ってきてくれて、正裕さんも一緒に召し上がっていた。

古関裕而さん カレー、パスタ、お餅も好きだった。

古関裕而さん お菓子類は特に和菓子がお好きだった。

ご旅行
古関家

花水館や花月は昔からお世話になり良く泊まりに行っていた。（疎開中にもお世話になっていた）
飯坂温泉に行かれた後に、広瀬庵の橘さんがご健在だったころには立ち寄らせて頂いていた。

古関家
スカイラインを通ってドライブをしたこともある。裏磐梯へ行き、裏磐梯にあるホテルに泊まったこともあった。今
はそこのホテルはビジターはお茶ができなくなっていて寂しい。

川俣

古関裕而さん
正裕さん

川俣町へは、小学校か中学校の頃に、武藤家の法事で行ったことがあり、いとこの子供達と庭で遊んだ思い出
がある。ちりめんやさんは今もある。

古関正裕さん
記念館が出来た年に、TUFさんの企画で古関裕而さんがどこで描いた絵なのかを巡ったことがあり、その際に
川俣の住職さんを訪れたことがある。

♬特設コーナーでの販売条件♬
①古関裕而のまちロゴを福島市へ申請し許諾を得たもの。
②NHK番組タイトルロゴをNHKエンタープライズへ申請し許諾を得たもの。
①・②いずれかのロゴの付いた商品で盛り上げて頂きたいです。

TEL:024-572-5719
tel:024-563-5554

